
 

                   家庭－1年－１ 

第１学年  技術・家庭科学習指導案 

                       日 時 平成 23 年 10 月 28 日(金) ４校時 

               学 級 １年Ａ組 

                                   (男子 17 名、女子 14名、計 31名) 

                       場 所 一関市立千厩中学校調理室 

                     授業者 教諭 鈴 木 志 保  

  

１ 題材名      食品の選択 「食品添加物について考えよう」  

 

２ 題材について 

（１）教材について 

                     中学生の３年間は生涯の健康を支える身体をつくるためにもきわめて重要な時期である。しかし、 

今日の日本の食を取り巻く状況をみると、いつでもどこでも簡単に食べられる食品が多く出回り、 

食欲に任せて食べる子どもも増えてきており、その影響は健康面だけでなく精神面にまで及んでい 

ると言われている。また、輸入食品や工業製品としての食品の氾濫は、食としての本来の姿を失わ 

せ、季節感や地域性もなくしてきてしまっている。 

               このような食を巡る状況の中で、適切な食生活のあり方を学ばせ、身につけさせることは、生活 

の自立のためにはもちろん、生涯にわたり健康な生活を送るためにも重要なことである。特に加工

食品に使用されている食品添加物については、摂取の仕方によっては発がん性が指摘され、染色体

への異常やアレルギー疾患との関わりも取りざたされている。しかしながら、健康に関わる様々な

問題が取り上げられているにもかかわらず、それを意識して食品を選択しようとする傾向はあまり

見られない。 

                     そこで、自立した消費者の一人として、食品の安全性、加工食品の表示の見方、食品添加物の種 

類など、常に新しい知識や情報を得ることの必要性に気づかせる必要がある。そして、自分の食生

活に応じた適切な食品の選択と購入の方法を身につけ、有害な食品から身を守り、本当に豊かな食

生活を求める態度を養うことが本題材のねらいである。 

 

（２）生徒について 

    生徒たちは、家庭科の中で「食」に関する学習への興味・関心が高く、授業に対しても意欲的に 

取り組んでいる。しかし、実際に食品を購入する際に注意していることを調査した結果、複数回答

ではあったが「見た目」や「おいしさ」で食品を選ぶと答えた生徒が多く、「消費期限」や「値段」

には注意するものの、どのような「材料」が使われているかを意識して選択すると答えた生徒は少

なかった。この調査から品質表示などの情報は何となく目にしている程度ということがわかった。 

      そこで、生鮮食品と加工食品の学習を通して現在の食生活の問題点について考えさせることによ 

     り、自分たちの食生活のあり方を改善していこうという態度へつなげていく必要がある。 

 

（３）指導について  

          食品を選ぶ際にはその特徴を知り、調理の目的に合ったものを選ぶことが大切であり、生鮮食品 

            と加工食品では選ぶ観点が違ってくる。食品を購入するにあたっては、表示やマークなどパッケー 

            ジから情報を読み取り、品質が良く、より安全な食材を選ぶことを理解させることをねらいとして 

         いる。また、食品添加物については、使用目的や安全性、問題点などについて理解させることを 

ねらいとしている。そこで、本時の授業では、食品添加物の実験を通して、普段自分が口にしてい 

            るものに興味・関心を持ち、また、自分の健康を守るためには食品表示から得られる情報を活用す 

         ることが大切であることに気づかせ、よりよい食品を選択していこうとする態度を養いたい。 



 

 

 

３ 技術・家庭科における「活用を意識した学習活動」のとらえ      

  技術・家庭科においては、以下のような学習活動を、「活用を意識した学習活動」ととらえる。 

（１）習得した知識及び技能が実生活につながるような学習活動 

（２）課題が解決できるような学習活動 

 

４ 題材の指導目標   

（１）【生活や技術への関心・意欲・態度】 

   身近な食品やその食品の表示に関心を持ち、適切な食品選択をしようとする。  

（２）【生活を工夫し創造する能力】 

   食品の選択について学んだ知識と技術を活用して考え、工夫している。 

（３）【生活の技能】 

   身近な食品を選択するために必要な情報を収集・整理することができる。 

（４）【生活や技術についての知識・理解】  

   身近な食品の品質を見分ける観点について理解することができる。 

 

５ 題材の指導計画（５時間扱い）  

単

元 

時  

学習内容 

評価計画 「知識・技能の

習得」の場面 

「活用を意識

し た 学 習 活

動」の場面 

生活や技術への

関心・意欲・態度 

生活を工夫し

創造する能力 

生活の技能 生活や技術に

つ い て の 知

識・理解 

 

 

 

 

 

 

食 

 

品 

 

の 

 

選 

 

択 

 

 

２ 

生鮮食品、加

工食品につい

て考えよう 

◆身近な食品を

用途に応じて適

切に選択しよう

としている。 

 

  ◆身近な食品

を、生鮮食品と

加工食品に分

類することが

できる。 

○生鮮食品・加

工食品それぞ

れの特徴を理

解させる。 

★それぞれの

食品の特徴や

用途を説明さ

せる。 

 

 

 

 

２ 

 

加工食品の選

び方について

考えよう 

【本時２時間

目】 

◆食品表示の読

み取りと場面に

応じた食品選択

について関心を

もって取り組も

うとする。 

◆食品添加物に

ついて関心を持

ち、適切な食品選

択をしようとす

る。 

 

◆表示を比較

して内容の違

いを見つけ、そ

の理由につい

て考え、説明で

きる。 

 ◆品質表示、マ

ークを読み取

ることができ

る。 

◆食品添加物

の種類や使用

目的、安全性と

問題点につい

てワークシー

トにまとめる

ことができる。 

○食品添加物

のはたらきを

理解させる。 

○品質表示や

マークの意味

を理解させる。 

★食品選択の

観点を自分の

言葉で説明さ

せる。 

★食品を選択

し理由を説明

させる。 
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                  家庭－１年－３ 

  

 

 

１ 

食品の保存を

考えよう 

◆食品の種類に

よって品質の保

持や安全な保存

方法に違いがあ

ることに気づき、

その理由を考え

ようとしている。 

◆食品に合わ

せて品質を保

持し、安全な保

存方法を具体

的に工夫でき

る。 

  ○食品の種類

による保存方

法を理解させ

る。 

★具体的な食

品の保存方法

を 説 明 さ せ

る。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標  

 ① 食品添加物について関心を持ち、適切な食品選択をしようとしている。 

② 食品添加物の種類や使用目的、安全性と問題点についてワークシートにまとめることができる。 

    

（２）本時の構想   

   現代の食生活にとってなくてはならない食品添加物だが、その危険性も指摘されている。豆腐や 

    アイスクリームのように、添加物があるからこそおいしく食べることのできるものがあるという利 

    点も押さえつつ、着色料、香料、酸味料を使ってのオレンジドリンク作りや着色料を使っての羊毛 

    染色の実験を通して、その危険性も実感させたい。また、自分が口にしているものには何が含まれ 

    ているかを知る必要性にも気づかせ、今後の食品選択の観点を自分の言葉で説明させたい。 

   

（３）本時の評価規準   

 Ａ：十分満足できる Ｂ：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する生徒の手

だて 

 

生活や技術へ

の 関 心 ・ 意

欲・態度 

食品添加物について関

心をもち、今までの自分

の食生活を振り返ったう

えで、今後の食品選択の

際参考にしようとしてい

る。 

食品添加物について関

心を持ち、適切な食品選択

をしようとしている。 

       評価① 

 個別に具体的なアドバ

イスを行う。 

生活や技術に

つ い て の 知

識・理解 

食品表示から食品添加

物の種類や使用目的がわ

かり、安全性と問題点に

ついて自分のことばでま

とめることができる。 

食品添加物の種類や使

用目的、安全性と問題点に

ついてワークシートにま

とめることができる。        

評価②         

 具体的な食品例をあげ、

関連づけて考えさせる。 

          



 

 

 

（４）展開                                   

段階 指導内容 学習活動 指導上の留意点（◎）、活用の場面（★） 

習得の場面（○）、評価（■） 

導 

入 

５ 

分 

１ １ 学習課題の提示 

    

１ 学習課題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

３５ 

 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 表示の読みとり 

 

 

 

 

 

３ 食品添加物の種類

と用途 

 

 

 

４ 食品添加物のメリ

ット 

 

 

 

 

５ 食品添加物のデメ

リット 

 

２ ２種類のオレンジドリンクを

比べ、同じような色でもなぜ味

が違うのかを見て、味見して、

予想した後、品質表示で確認を

する。 

 

３ 食品添加物でオレンジドリン

クを作って試飲する実験から、

食品添加物の種類と用途につい

て考える。 

  

４ プリントから食品添加物のメ

リットについてまとめる。 

    ・豆腐やアイスクリームの添 

加物から考える（添加物の必

要性）。 

 

５ 毛糸を着色料と果汁につけ、

染色の違いを見る実験から添加

物の危険性についてまとめる。 

 

 

◎食品ではなさそうなものは

添  添加物であることを強調す 

る。 

○表示を正確に読み取ること

ができる。 

 

○添加物の種類と使用目的が

わかる。 

 

 

 

○食品添加物の必要性、問題

点がわかる。 

■自分のことばでまとめるこ

とができたか。 （評価②） 

 

 

◎羊毛は人の胃と似たような

成分でできていることか

ら、添加物を摂りすぎると

どうなるかを考えさせる。 

 

 

終 

結 

１０ 

分 

６ まとめ 

 

６ 今日の感想をまとめる。 

  ・今後の食生活で自分ができる 

   ことを考える。 

  ・ワークシート上で２，３種類 

   のハムから一つを選び、なぜ 

   それを選んだのか理由を記入 

   する。 

 

★食品選択の観点に食品添加

物の有無も加えることがで

きる。 

■プリントにまとめて発表す

る       (評価①) 
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【学習課題】食品添加物の種類やその利点と問題点を考えよう 

 


